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吋
ホ
ッ
ホ
ホ
タ
ル
来
い
、

}
っ
ち
的
水
は
甘
い
ぞ
/
あ
勺

ち
の
氷
は
に
が
い
ぞ
/
:
・
:
」

と
数
い
な
が
ら
、
た
ん
ぼ
の
あ

ぜ
選
を
う
ち
わ
を
終
っ
て
ホ
タ

ル
を
追
っ
た
こ
と
が
な
つ
か
し

く
削
思
い
出
さ
れ
ま
す
匂

ひ
と
す
務
ま
で
は
手
賞
淑
の

ほ
と
り
に
も
ホ
タ
ル
が
た
く
さ

ん
見

ιれ
ま
し
た
が
、
農
薬
め

数
古
叩
や
抑
制
的
期
腐
な
に
よ
号
、
ホ

タ
ル
が
生
育
す
る
た
め
め
自
然

潔
壌
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、

今
で
は
ほ
と
ん
ど
目
見
る
こ
と
が

で
普
な
く
な
号
ま
し
た
。

そ
こ
で
寸
こ
れ
で
は
い
け
な

い
、
出
凶
仲
倒
的
ゃ
に
生
き
る
我
々

人
震
が
白
熱
磯
機
を
ぬ
蝕
く
す
る

こ
と
は
当
然
的
義
務
付
~
J

と
殺

孫
子
治
野
鳥
を
守
る
会
は
、
総

務
問
問
十
七
年
同
明
か
ら
ホ
タ
ル
の

務
総
に
と
れ
ワ
か
か
号
ま
し
た
。

治宝

の

野
鳥
を
守
る
舎
が
養
補

ι成
功

ま
ず
、
高
野
山
山
部
制
泌
総
先
に

引
火
仲
間
的
清
水
を
務
同
期
し
て
幾
機

抽
出
吋
ホ
タ
ん
の
鐙
」
を
つ
く
り
、

決
機
線
終
ヶ
油
掛
か
ら
ホ
タ
ル
の

幼
底
的
え
さ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
、

タ
ニ
シ
、
モ
ノ
ア
ラ
一
イ
災
を
こ

こ
に
放
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
霞
ヶ
浦
湾
鮮
か
ら
緩

め
て
懇
た
ゆ
家
ポ
タ
ん
約
五
務

部
一
を
吋
ホ
タ
ん
の
繭
掛
」
に
放
ち
、

自
然
繁
織
寄
せ
て
い
ま
す
。

一
方
、
融
主
将
均
等
畿
で
人
工

ム
給
し
た
乎
家
ボ
タ
ル
内
品
川
良

一
…
チ
蕊
百
匹
は
‘
一
i

小
波
縫
い
い

九
十
万
円
ほ
ど
か
け
て
つ
く
q

h
ん
「
ホ
タ
ル
池
し
に
放
波
し
‘

鶴
間
古
隠
し
て
容
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
も
、
え
き
と
な
る
悶
只
も

繍
鶏
に
育
ち
、
ム
ハ
nn米
に
は
、

成
虫
と
な
っ
て
飛
び
出
し
品
開
め

ま
し
た
e

品
脱
線
制
網
約
七
月
上
旬
に
は
‘

ニ
ヵ
ザ
閉
め
義
経
池
で
た
く
杏
ん

の
ホ
タ
ん
が
乱
舞
し
て
、
悶
凡
的
制

い
い
来
た
祭
休
桝
づ
れ
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま

1
た。

将
来
は
ホ
タ
ル
の

ふ
る
さ
と
に
e
.

ホ
タ
ん
の
義
時
植
に
つ
い
て
齢
制

泌
を
内
ず
る
会
の
詮
辺
き
ん
と
石

狩
さ
ん
に
糊
開
い
て
み
ま
し
た
a

wv
ホ
タ
ル
印
刷
九
後
縦
で
苦
労
し
た

こ
と
は
?

渡
辺
氏
何
と
い
っ
て
も
、
容

器
で
幼
虫
を
育
て
て
い
た
と
き

℃
す
ね
。
村
況
に
水
祖
国
を
一
一
十
一
…

成
以
内
い
い
同
開
ち
、
き
れ
い
な
水

を
総
践
と
ワ
か
え
、
タ
ニ
シ
を

つ
ぶ
し
て
食
べ
さ
せ
ま
し
た
e

こ
れ
を
一
日
で
も
怠
る
と
ホ

タ
ん
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
e

w
v
将
車
端
的
希
望
は
?

日朝判
F
氏
カ
ワ
エ
ナ
を
も
っ
と

4・臨時

ォ~ ~空んの成長をl\'，まもる撃手至急を守る会の人たち{ホタ Jぷ告にて)

た
く
さ
ん
材
臨
時
期
き
せ
、
ホ
タ
ん

を
ふ
や
し
て
、
我
孫
子
市
を
ホ

タ
ル
の
ふ
る
さ
と
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
総
小
と
中
央

公
災
総
務
に
ホ
タ
ル
池
を
つ
く

る
計
泌
が
あ
れ
ソ
ま
す
ω

源
氏
ボ
タ
ル
も
毅
綴
し
た
い

の
マ
す
が
、
え
き
を
た
く
寺
ん

食
べ
る
し
、
繁
殖
し
に
〈
い
の

で
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
の
で

す
よ
@ホ
タ
ル
の
命

成
虫
と
な
っ
た
ホ
タ
ル
的
終

品
開
は
二
晴
雄
郊
で
す
。

〆
え
の
ホ
タ
ル
N
M
、
水
ぎ
わ

の
コ
ケ
な
ど
に
際
在
緩
み
つ
け

た
後
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
が
、

卵
は
一
ヵ
月
後
ふ
化
し
て
幼
虫

と
な
号
、
永
ゃ
に
入
っ
て
カ
ワ

ニ
ナ
や
タ
テ
y
な
ど
の
貝
を
食

べ
て
大
き
〈
者
り
ま
す
a

五
i
六
月
明
に
は
、
水
中
か

ら
山
山
て
土
の
中
に
も
ぐ
号
サ
ナ

ギ
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
約

ヵ
同
月
後
に
は
、
点
的
中
で
ふ
化

L
成
虫
と
な
円
ソ
て
織
し
ん
に
山
尚
て

き
ま
す
。

地
無
し
い
光
を
放
っ
て
指
摘
び
か

う
縁
ホ
タ
ル
、
愛
の
シ
グ
ナ
ル

的
光
を
点
滅
さ
せ
る
脳
陣
ホ
タ
ん

は
十
ヵ
月
間
も
幼
虫
で
い
て
、

成
虫
に
寄
る
と
‘
わ
ず
か
二
週

間
で
死
ん
で
し
ま
う
の
℃
す
か

ら
は
か
な
い
運
命
で
す
α

市
民
税
の
所
得
控
除
な
ど
を
改
正

第
一
一
間
組
関
市
議
会
で
決
定

市制出
u
H
、
抽
地
方
説
法
的
…
制
御

が
後
一
品
き
れ
た
た
め
次
の
と
お

り
か
わ
号
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
公
る
穴
月
五
百
か

ら
六
月
十
三
日
ま
小
、
側
関
か
れ
た

定
制
内
市
議
会
で
決
出
品
さ
れ
た
も

の
で
、
主
な
改
ま
点
同
伸
次
仰
と

お
り
で
す
。

mw削
閑
人
的
後
陣
内
相
棋
に
つ
い
て
負

制
闘
を
机
聴
く
す
る
も
の
。

②
小
縁
談
徐
引
も
耐
用
仙
瑚
な
ど
に
つ

い
て
岡
田
定
資
品
脱
税
的
険
制
棋
を

経
く
す
る
も
の
ι

地W
申
刑
制
世
滅
的
充
実
を
間
四
る
た
め

権
問
問
税
法
人
税
制
倒
的
税
率
を

引
き
ょ
げ
る
も
の
。

市
制
制
は
‘
中
市
内
予
算
的
コ
一
十

五
・
五
パ

i
セ
ン
ト
〈
約
十
五

億
九
千
万
m
円
)
を
出
め
る
滋
後

な
対
慌
時
で
す
2

市
明
特
識
が
よ
り
ス
ム

i
ズ
に
議
場

む
た
め
に
も
‘
中
市
続
的
抽
納
入
に

は
告
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま

t
。

噛

v
、
乏
な
改
定
km

品
躍
世
用
災
税
的
所
得
油
開
臨
怖
が
次
の

と
お

η
，
時
同
調
官
さ
れ
ま
し
た
。

mw骨
格
泌
総
除
却
制
を
十
八
万
m
門
(

喝
行
十
火
活
用
内
〉
に
引
引
き
上

げ
る
。

②
記
録
者
控
除
時
磁
を
十
八
万
m
門

(
現
行
十
五
万
円
〉
に
川
引
き

上
げ
る
a

市
W
持
伏
後
検
除
悩
聞
を
十
間
出
万
開
門
〈

殺
行
十
一
一
万
附
門
)
仁
川
町
長
上

げ
る
。

市
即
答
婿
回
世
貼
師
、
談
後
殺
愉
悦
除
.

老
年
者
控
除
、
齢
制
労
学
小
川
被

時
聞
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
三
万

閉
門
〈
議
行
十
二
万
円
)
仁
川
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
特
別
相

湾
審
索
後
隊
側
耐
を
十
六
万
m
円

(
再
刊
行
十
関
川
M
m門
叫
に
む
き

k
げ
る
。

め
W
殺
人
扶
養
抽
出
絵
お
よ
び
副
院
側
附

翁
の
い
主
い
公
務
の
一
人
同
闘

の
一
校
後
続
淡
に
か
か
る
控
級

制
酬
を
十
六
万
附
門
(
潤
刊
行
十
冊
目

万
開
門
)
に
削
引
き
上
げ
る
P

@
間
陣
容
者
'
未
成
年
務
・
告
知
T

者
ま
た
は
家
協
闘
に
つ
い
て
的

非
課
税
約
鐙
用
問
を
年
所
得
五

ト
万
閉
門
へ
夜
行
四
ト
二
一
万
河
)

ま
て
と
す
る
。

怒
定
資
波
紋

小
幾
模
仲
は
お
岡
市
滅
的
役
災
訟

を
終
く
す
る
と
と
も
に
、
納

入
が
所
有
す
る
業
金
定
的
織

的
悦
割
減
も
緩
血
判
す
る
も
的

で
す
@

①
二
羽
子
力
メ

i
ト
ル
以
下
町

住
宅
同
府
陥
鳴
っ
一
院
予

η
メ
i

k
?

ん
を
こ
え
る
も
の
は
、
そ

の
上
に
存
す
る
伎
村
一
〆
に

つ
き
、
一
一
行
平
万

/
i
ト
ル

ま
で
的
役
名
問
地
総
)
ほ
、
期
制

税
制
同
様
を
そ
の
綴
織
の
m
m
分

町
一
の
怒
と
す
る
静

電
気
製
‘
ガ
文
相
稿

短
銃
殺
の
免
税
点
を
一
千
二

百

M
m内
(
碍
弘
行
一
千
円
)
に
、

ガ
ス
統
的
免
税
点
を
二
千
七

世
知
的
〈
湖
刊
行
一
一
千
百
m
円
〉
仁

引
き
上
げ
ま
し
た
。

校総このほ六人にーな恒lli 詩昇遺 T告に れな給会主等つだき設こ
い}廷のろ水 i胡卜日主連忍〈る→ 7i書室フきはめっ選またっすで u丈ごすかと
い長益率がが ~t l'持紛ら怨なニトニニ大 i急、水れが。てる魚、が絞らし
うたかお 11足利子2・万れ子っとン千給ブ滋滋てま迂 あ脅滋紙、もほの
Jol予約きり泳流胞』て也:てが参七水、 lニ俊、づ ら第誌に代いな忍稼
f屯1多{こで71<パ千い者?‘少…fa"量一一上 F時ヌド〈 わ左護支社まかい総長菱総史民血水 り71<
日外様方芸あ安易?人た 孝章ななのを-t-'f!あ的こ
H 1: ftえ 3めセ、水品臓 と F詰ど是主流的、 If節の
にt:.(-てど Hrン終 r→司¥ な除、しし(，盤整て約織
は巨]水、 d 本ト水鈴 虫込~J 忽 ...--..A_........縫 っ号言己いた勺君主かをで

れぬ生と槽)れ ず吋 本への再認議 た町録穣幾て溺らと、

ぃ j立しにをこか 躍傘苅敬、 た急てが求る人 j霊 t1 
も主?な寸続的ら寸 矢ピ、終的。口事事詩まメ
的市〈オフ-t;的水需祭れたなべ 光、γ 泌さ一昨八ーは tt
t~ 民つレたタ演は ふじま§ 同チし告会部年万鍔i空躍をき
】のて…叙縫い貴 こでくめ地学人抗 1-!:: 
数も人たさ詳もlIiしいと会水答 LI主主農を寸みま事実ドる手誌なか再と f議後た i疋 1;< リII て
をいぐちでのなかえ切標的えとなやれもながすめがをいけぴでり弁2こでこ'を誇l年ン
むとらは狂で炎主:1;1'ひ化(曹はなくが iまつんあ紛ニ二、議よるごむよ戸と際ろ滋謀議 l克仁
いい、百Lあ緩い、らすいーれなて iとだる水 Aーとうこ淡あげ三も水かめ(かま
汚う潟 I司物る望。露主たる方マ 1;<る i画 i多発い附件カてにと絞りて本あ議らさ絵らっ
た身 11時偲日米 求くこを w 、。潟 L (戸ま jAを月い対めを、いをつ験管ぃ氷水た

922 

一市民サービス言撃です…

みなさんのご意見，ご4告祭を
ま3f寺ちしています。
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1.傍昔

議

審議院議員選挙

県
内
市
部
で
は
十

七
月
七
絞
め
第
十
隠
専
一
綴
隊

司
誠
災
級
制
V
L
終
わ
り
、
参
議
滋

的
新
し
い
勢
力
分
野
も
決
ま
り

ま
し
た
。

小一附
-
m
欝
空
に
も
か
か
わ
ら

ず
投
棄
率
は
、
七
一
-
一
一
二
河

井
的
問
問
〈
限
必
閉
山
十
六
年
六
段

1 • 16司発1rt半月(2) 

二
十
七
日
~
に
く
ら
べ
て

ム
ハ
・
七
二
%
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。子山
瀬
銭
的
投
間
前
前
中
七
ハ
〉
‘
七

六
%
と
〈
ら
べ
て
、
。
手
間
間
五

%
と
高
〈
、
間
閉
山
門
的
市
町
町
村
総

で
は
双
十
五
番

g
(綾
燃
は
大

地方選出韓員偶補者別得議数
胤i:f:Illl翼

日本法会党

雪量066

29.1% 

図
内
明
議
議
a

に
関
心
が
織
ま
っ
た

と
の
見
方
も
強
い
鯵

私
た
ち
は
宅
滋
挙
が
終
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
政
治
い
い
娘
、
関
関
心

に
な
ら
ず
、
ニ
代
か
ら
の
六
学

制
問
機
践
に
当
る
代
表
翁
が
、
偶

者
す
る
か
、
公
約
は
“
ど
の
よ
う

に
実
行
さ
れ
る
め
か
、
間
関
心
を

も
っ
て
関
川
守
る
こ
と
が
た
い
せ

つ
な
ニ
と
で
し
ょ
う
。
の

線

下
n
u

叶
J
h

今。
i

:

 

古
…
悪
用

数

終

少

切

多
骨
骨
町
内
八
冊
目
・
問
問
九
%
〉
.
市
今
倒
的
選
挙
は
、
会
側
関
平
均

柳
障
で
は
十
五
接
関
門
後
官
間
同
同
時
柑
で
も
投
票
第
七
万
一
M
却
を
超
え
、

品
開
士
申
の
七
公
・
一
一
O
%
)
と
な
昭
和
二
十
五
年
の
祭
一
一
間
関
潮
崎
学

っ

て

お

母

ま

す

。

告

側

問

主

る

新

記

録

と

寄

り

ま

し

剛
河
女
践
に
役
淡
取
を
み
ま
す
た
。

と
努
が
七
一
・
六
一
一
%
、
女
が
こ
の
際
協
と
し
て
は
、
仏
側
協

七
ハ

γ
八
一
一
%
と
そ
れ
ぞ
れ
前
場
品
紅
潮
時
・
選
挙
め
か
ら
く
り
を

附
聞
に
〈
ら
べ
一
六
E

一
一
四
%
、
ど
税
た
ち
的
身
汲
を
こ
と
が
組
純

一
七
・
一
八
%
上
湿
り
ま

L
た
。
題
と
な
っ
た
こ
と
。

十
六
ヵ
続
的
役
務
紛
丹
、
ヲ
ち
あ
わ
せ
て
、
役
然
防
隊
が
一

で
後
楽
率
的
い
ち
ば
ん
よ
か
っ
時
総
延
長
品
れ
た
こ
と
か
ら
後

た
第
す
し
も
役
繁
訴
は
七
八
‘
二
業
率
が
総
〈
な
っ
た
と
添
わ
れ

開
四
%
で
、
い
ち
ば
ん
低
い
第
九
ま
ず
。

協
祝
祭
併
は
ム
ハ
開
問
・
ゴ
」
七
%
で
し
し
か
も
物
線
織
が
緩
く
や
で

た

。

内

定

、

治

不

安

・

政

治

不

泌

が

今

i
j
i
l
l
-
i
i
2
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
2
1
1
l
l
:
i
a
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7
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7
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8
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3
3
3
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付
廿
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(3) 

おとしよりのいこいの場 i 

務入額控センター・身体不自由児揺誼蕗設J

お
と
し
よ
り
的
作
い
こ
い
町

場
J
U

老
人
制
樹
被
セ
ン
タ
ー
は
、

利
樋
川
沿
い
の
や
約
機
先
に
本

年
九
月
完
成
を
め
ざ
し
て
工
事

合
総
い
で
い
ま
す
。

こ
的
ゃ
に
は
、
肢
体
不
山
H
市出

児
を
、
一
夜
殺
す
る
た
め
的
没
後
も

そ
な
え
て
お
り
、
お
年
怒
り
的

中
々
と
と
も
に
、
体
的
不
山
H
・
淡
な

だ
も
楠
間
療
で
楽
し
い
思
々
を
山
地

っ
て
い

で
す
。工
事
は
、
本
年
一

畑
地
一
工
式
壱
行
な
い
、

部
品
〈
筏
成
し
て
お
り
、
完
成
じ

ま
す
と
沈
潜
波
紋
一
億
七
千
二

百
万
悶
は
ど
か
か
り
ま
す
。

主
な
設
融
制
件
同
次
的
と
お
り
で

す
が
、
右
血
忠
義
に
治
問
し
、
い

つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
い
た
だ

う
と
い
う
も
の

印
鑑
殻
錦
の
代
理
人
灘
任
届
は

印
紙
が
必
要
あ
り
ま
せ
ん

い
ま
ま
で
は
、
印
僻
駄
を
紫
叫
附

し
た
り
は
降
初
議
告
と
る
と
き
、

代
黒
人
約
機
会
司
袋
任
状
に
五

十
m
門
的
奴
人
印
紙
を
仏
製
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
ニ
れ
か
ら
は
、

次
め
と
お
り
代
理
人
選
後
緩
め

鋭
部
品
凡
て
ゆ
繍
し
て
い
た
だ
け
ば
、

印
紙
を
は
る
必
繋
が
あ
っ
ま
せ

ん。
用
紙
は
、
緩
せ
ん
や
や
紙
で

49. 7. 16 

け
つ
こ
う
で
す
が
、
必
ず
、
後

絞
殺
本
人
が
響
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
れ
九
、
殺
閥
均
警
の
必
要
枚
数

も
忘
れ
ず
変
人
し
て
く
だ
さ
い
0

.
印
鑑
登
録
〈
叫
刺
殺
・
出
品
安
・

紙
憐
)
申
議
は
、
な
る
べ
く
本

人
が
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ニ
的
場
合
、
明
地
一
転
免
許
誌
な

ど
本
人
で
あ
る
こ
と
を
笈
慢
で

き
る
も
の
を
ど
持
勢
〈
万
さ
い
。

や
む
を
得
ず
代
護
人
に
よ
っ

て
行
な
う
と
き
、
本
人
的
意
思

で
あ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た

め
に
、
本
人
山
%
に
閥
会
世
間
を
送

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
総

務
畿
を
本
人
が
ご
持
参
く
C93守

れ
ば
材
鉱
物
惑
を
交
付
し
ま
す
。

本
人
が
こ
ら
れ
な
い
場
合
は
、

委
任
的
時
間
を
材
献
す
る
後
簡
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
伶

意書々 とエ理事{ま滋む老人掻社センター{中待地先)

き
た
い
も
の
で
す
E

V
口
ど

i

テ
レ
ビ
‘
後
一
絡
な
ど
を
縫
え

制
作
用
問
者
的
方
々
の
気
核
主
総

し
九
日
う
場
と
を
り
ま
す
。

V
硝
鴨
械
桝
ゆ
黒

身
上
、
攻
隊
な
ど
の
悩
み
ご

と
を
相
談
し
、
制
帥
崎
市
を
は
か

つ
、
社
会
治
動
へ
の
場
加
を

附
附
り
ま
す
。

V
拙
慨
蜘
酷
開
閥
復
棚
訓
練
室

リ
ハ
ビ
リ
絡
を
設
置
し
、
逐

品
開
出
陣
砧
略
的
奴
倣
と
後
抽
出
時
間
止

を
時
凶
り
ま
す
。

曹
燦
鼎
高
室

気
伽
時
禍
岬
版
浴
装
読
め
お
印
刷
協

と
勢
判
淵
的
お
出
猟
9
m
を
備
え
ま

す。

V
品

wa品
設

マ，
F

サ
ー
ジ
臨
時
‘
ロ
ン
グ
チ

ェ
ア
を
鍛
え
ま
す
的

P
、

筋
肉
を
ほ
ぞ
し
、
ゆ
っ
く
り

休
ん
で
く
だ
さ
い
。

V
大
象
品
刺
激

持
持
食
品
刊
内
紛
府
税
同
川
、

-hr札
ト

思
置
で
す
。
歌
っ
て
、
綴
っ
て

楽
し
〈
お
過
し
く
ど
き
い
G

帯
線
機
設

和
刊
酬
明
で
附
開
緩
や
将
撲
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

V
教
慈
愛

附
凶
惑
を
備
え
ま
す
の
で
数
油
慨

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

地
下
水
の
採
取
を

規

制

し

ま

す

衛
隊
潮
時

セ
何
月
…

mm
か
ら
、
録
公
害
防

止
条
制
問
に
恭
づ
く
姉
崎
下
水
的
線

被
怒
紛
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
綾
子
本
的
採
取
号

制
時
制
す
る
こ
ど
に
よ
り
、
地
下

水
位
的
総
下
お
よ
伊
地
盤
沈

F

を
時
抑
止
し
よ
う
と
す
る
も
的
で

す
む
今
回
国
統
制
を
受
け
る
は
陣
後
川
伸
、

絞
殺
子
市
全
域
で
あ
り
、
条
例

的
対
象
と
な
る
芥
一
戸
を
使
用
す

る
も
の
は
.
特
W
M
吋
を
受
け
な
け

れ
ば
使
期
で
き
な
い
こ
と
に
な

リ
ま
す
z

品W
淵
叫
に
品
庁
戸
を
州
出
府
し
て
い
る

山々動
力
を
間
開
い
た
潟
水
総
訟
で

あ
っ
て
怯
山
田
口
の
泌
総
持
慌
が
六

平
方
問
一
以

k
(
法
山
尚
ね
が
ス
以

{由時}

代秀芸人選任鴎

主主 再十
氏名

生年耳目

私i二係るielJf読まま録、印
鑑悲鳴畿 通交付申議〈

iこっき、上点目的者を訟のを

代殺人iこ遂綬L‘そ的機長
銀を護主f長したのでお綴け数
します。~
昭和年湾設工

L 
て

H 
さ

r; 議事

届出
印鑑

我係予浅ま是義主

E主婦

氏名

ザ
犬
家
京
火
災
(
株
)
品
樹
党
総

か
ら
徽
断
級
八
十
臼
本
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の

市
は
、
歩
行
畿
の
多
い
熊
町
制

歩
道
や
学
絞
め
波
〈
的
検
似
制
移

遂
へ
叩
泣
か
せ
て
い
た
だ
く
子
公

明、す。

V
ゑ
総
務
人
さ
ん
へ
青
山
台
二

i
e
ぷ

4
1九
い
か
ら
卓
球
A
H
J

合
を
い
た
だ
き
ま
し
た
a

中
市
党
公
民
館
で
ご
制
判
開
明
い
た

だ
M

り
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
a

v東
海
餓
符
総
務
子
交
腐
か
ら

市
町
花
「
ツ
ツ
ジ
い
の
常
同
本
を

二
百
ト
本
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
内
各
小
学
校
へ
…
コ
十
本
づ

っ
総
呼
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
e

上
あ
る
と
撃
は
、
そ
の
厳
萄
殺

の
合
計
)
の
弁
…
p
f細
描
制
制
対
象

問
地
途
に
使
開
閉
し
て
い
る
ゆ
々
は
、

七
符
月
一
日
か
ら
七
四
月
一
一
一
十
読
ま

で
の
閣
に
、
条
約
に
従
っ
て
殿

山
闘
を
し
亡
く
ど
き
い
。

同
刷
山
山
が
き
れ
る
と
、
代
替
水

源
が
礁
出
陣
さ
れ
鉄
総
書
れ
る
ま

で
は
、
そ
の
芥
戸
に
つ
い
て
糾
許

可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、

級
統
し
て
抽
出
燃
す
る
こ
と
が
湾

総
で
す
。

③
芥
一
戸
を
叫
刺
殺
し
よ
う
と
サ
る

方動
力
を
潟
い
た
潟
水
機
設
で

あ
っ
て
総
山
山
口
約
隊
面
積
が
六

割T
労
欄
M
M
K
(
除
山
山
口
が
ニ
山
M

L
し
あ
る
と
き
は
そ
の
脳
間
一
期
殺

の
合
計
)
で
規
制
対
象
潟
市
理
的

井
戸
を
新
た
に
設
澄
し
よ
う
と

す
る
中
々
は
、
条
例
の
定
め
る
様

式
に
よ
リ
務
的
問
に
ゆ
議
し
、
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
φ

⑥
附
咽
出
・
事
務

②
・
③
に
該
当
さ
れ
る
中
々
は
奇

策
品
品
川
町
幾
淡
に
届
出
お
よ
び
出
申

請
を
し
て
〈
幻
幸
い
。

湾
総
は
、
後
会
対
策
謀
お
よ

び
議
水
質
問
開
金
識
に
あ
り
ま
す
。

め
で
ご
利
用
く
だ
き
い
。

そ
の
他
、
条
約
に
は
抑
制
い
定

め
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
安

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
は
七
月
中
立

収
入
が
少
な
い
な
ど
向
た
め

に
ゑ
品
怖
が
務
し
く
、
保
険
料
が

納
め
ら
れ
を
い
場
合
は
、
照
時
時
間

斜
め
免
臨
時
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
鐙

今
年
の
四
月
分
か
ら
来
却
さ
一

拘
月
分
ま
ぞ
の
保
険
判
明
に
つ
い
て

免
除
を
受
け
た
い
t
n
u
H
‘
七
月

三
十
一
日
ま
で
に
山
中
綴
し
て
〈

だ
き
い
。

昨
年
擦
に
剖
引
き
絞
き
免
除
告

受
け
よ
う
と
す
る
方
も
、
あ

ι

た
め
て
準
緩
し
な
お
し
て
く
だ

さ
い
。出探
検
科
を
仙
倒
的
ず
‘
ま
た
免

除
も
受
け
な
い
ま
ま
に
し
て
お

き
ま
す
と
、
送
令
年
金
調
臨
時
市
青

年
余
・
妙
子
年
余
な
ど
が
受
け

ら
れ
な
く
な
号
ま
す
。

係
議
終
的
免
除
怖
を
受
け
よ
う

途用象対島市絹綿び及議骨格可許
会
対
策
淡
(
八
一
一
|
一
一
五
手

内
線
‘
一
聞
い
凡
徐
〉
お
よ
び
問
問
寝

境
部
水
質
係
会
総
滋
盤
沈
下
対

策
同
開

(
O四
七
一
一

i
一一口…

e

一

八
一
一
一

l
二
一
)
ま
で
お
問
い
介

廿
〈
だ
き
い
。
〈
俊
一
金
対
策
課
)

割
引
揚
串
唱
の
方
に

纂
艦
艇
資
金
の
貸
付
令

出
問
で
は
、
引
制
持
者
向
方
に
特

と
す
る
方
は
、
印
鑑
を
お
持
ち

に
な
っ
て
附
剛
山
間
年
金
潔
同
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
普
い
伺

時
効
に
な
っ
た

過
去
の
未
納
保
険
料

を
絞
め
ま
し
ょ
う

同
由
民
年
金
的
然
険
制
竹
川
同
、
砧
柄

欄
制
緩
か
ら
二
年
た
ち
ま
す
と
、

時
的
別
に
よ
っ
て
、
約
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
が
、
法
律
的
改
ぽ

に
よ
り
、
総
務
蕊
十
年
十
二
月

一
一
一
十
…
内
野
ま
で
に
以
リ
、
時
吋
叫
湖

町
一
時
役
割
刊
が
油
閉
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
e

時
吋
拙
却
に
な
っ
て
い
る
条
約
綴

織
的
保
険
料
は
、
一
ヵ
汚
に
つ

き
九
百
円
せ
す
。〈蹴出制限無

e
念
総
〉

、
山
沼
地
タ
的

撃

本

へ

等

事

後

逸

却

場

議

後

岡

市

(

ヲ

J

本

小

阿

波

ル

る

易
、
裁
問
川
ゴ
間
部

鵠

開

業

事

的

め

に

事
途
滋
業
上
市
球

道
用
水
ス
円
以
潟

水

町

南

ど

ん

め

附
川
薫
章
一
一
本

略

事

ヱ

サ

タ

散

品
部
⑦

21 .... 以下
{歌111口が
2Pl上ある
ときは、そ

の新商秘的

合計)

別
作
成
品
川
合
同
開
嫁
嶋
田
品
轄
を
抑
保
と

し
て
訂
宇
和
紙
炎
念
的
貸
付
け
を
行

っ
て
お
り
ま
字
。

ま
た
‘
期
制
臨
時
的
問
品
骨
丹
炎
上
策

調
埴
も
行
な
い
ま
す
。

内
肉
付
師
同
券
は
、
い
号
用
問
績
で

す。
開
冊
目
は
伝
丹
市
水
器
ま
で
。

く
わ
し
く
は
師
時
議
終
(
八
一
一

|
…
一
五
一
山
内
線
ぷ
九
九
添
い

ま
で
お
山
間
A
n
e
下
さ
い
a

織 談

梧談

政

権擁
行
人

静 7見の納税母節水じご揚力下さい

間定資産説の 2期分です
吉之i議事主主・土地i詰j長選・策定f昔i華道なげ心言語己今汚のl:Il守義務室l町立、次めとお 1)行ない

• fl a翌日の隊員際的役水や淡的Ci土、な
る剥く〈さ !tてくだきい。

合 総口をJうけたままにしない。

会 使用した総ろ水禄徐漏水なども捻てず

台

ごとがありましたら、ニの機会に明ひご棺

淡くださいお霊堂燃は無料?れ
ますめ℃ご事j尽ください。

官問時 7 Iヲ筑波{木}

'F善寺1号待~午後 3時

官場所中央公災綴

揺ヰ自然災i本、渡辺先生・三三井先生・秋剣先

主主・;河村先生内 4幸ろです白守主翠i主将翠1]1ニ

干す正党総祭主事的主主主詩的税関もご松総によむと

@随時 7月31B (水}

午前官i湾総分~午後4終

e主暴完有 終除去手・干画面}.センタ

iニ有効に{硬いましょう。

合 三.ー良型選闘の9吟から犯罪寺緩までは、

ピーク時となりますので本遂の俊Fきは必

要警賞受少f設にしましょ

ま-r"

924 

淑税i:1f.l，たちの主主j吉を明る〈室長かにする

ための燃です。
会 ヌ:水備をi震いてラミオくを有効に{被いま L

ょう。



;る趨

藤里壊
を開去
ぉ当の
受者
けが
し決
ま
ま
す
る

(4 ) 

農
向
属
業
委
員
会
総
会
が
六
月
十

四
日
に
間
関
緩
き
れ
、
次
的
と
お

り
球
阪
銭
高
一
一
品
鳴
が
地
問
ま
り
ま
し

え

鳩
町
協
抑
制
激
的
愛
国
民
の
方
辻
、

終
液
供
官
民
会
が
行
な
う
業
務
に

f号本審議

妻子日 欽

鈴本秀t言・初兇 j議文

語導者原丈助

lJi!華僑

小織ji;治

1高本

記
念
碑
の
除
幕
式

国幽曹

&醐v 謀議

や
晶
枇
政
的
意
兇
・
地
問
後
な
ど
抑
制

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

蝉
斡
府
私
的
お
仇
械
に
京
つ
立
場
に

あ

q
ま
す
の
明
、
、
ど
し
ど
し
ご

哨
臨
時
間
下
草
い
。
(
陣
取
業
委
闘
民
会
)

除幕在行う同…タ I} クラブ会長・鈴木殺害警災

六
月
二
十
八
民
、
ロ
ー
グ
リ

i
ク
予
ブ
の
手
で
、
我
孫
子
的

文
化
に
偉
大
な
足
跡
全
然
し
た

イ
ギ
守
ス
入
総
楽
家
、
パ

i
ナ

i
ド
-
M
ツ

1
チ
派
内
総
念
臨
時
的

品
開
幕
式
が
、
や
蜘
縄
問
的
湖
崎
町
中

央
公
郎
内
線
晶
化
織
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。酬制
ミ
カ
ゲ
肉
薄
に
は
、

9
1

チ
叫
仙
の
四
百
薬
「
訟
は
、
古
来
と
捕
悶

と
の
結
婚
を
夢
み
つ
づ
け
で
き

た
。
は
る
か
滋
公
的
俊
輔
骨
で
制
吋

ん
で
い
る
子
供
め
よ
う
な
芦
を

訟
は
臨
開
い
た
。
い
つ
に
な
っ
た

ら
9

い
つ
に
な
っ
た
ら
7
L
の

議
文
が
鋭
ま
れ
て
い
ま
す
。

リ
ー
チ
氏
は
、

8
本
・
の
総
務

に
総
せ
ら
れ
、
大
正
五
浮
か
ら

八
年
ま
で
の
三
年
総
ゐ
為
市
閉
め
炎

待
出
で
耐
用
菜
機
動
を
つ
づ
け
ま

し
た
白災
は
今
ち
な
お
隊
関
イ
ギ
リ

ス
の
寒
村
で
拙
開
譲
治
動
を
つ
づ

け
て
い
ま
す
。

夏
の
夜
の
嶺
き
を
ふ
き
と
ば

す
花
火
、
子
供
に
と
っ
て
は
、

う
れ
し
い
滋
ぴ
内
一
つ
で
す
e

し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

絞
殺
や
総
迷
い
が
も
と
で
、
多

く
的
火
災
が
わ
相
こ
号
ま
す
。

こ
れ
ら
の
火
災
を
未
然
に
紡

ぐ
た
め
、
次
的
投
意
・
9m
ぬ
措
〈
守

Q
，ムま
1
レ争@、ヲ。

花束詰悲しくあっかい

業しく遊びましょう

郵
罷
縄
か
ら

お

鞠

い

A
H
柵
棉
札
ま
ち
が
い
な
く
寧
く
お
緩
凶
り

す
る
た
め
に
祭
礼
同
体
像
ず
織
し

ま
し
ょ
う
。

う
す
く
な
っ
た
氏
名
は
幾
き

な
お
し
ま
し
ょ
う
。

会
郵
便
受
柑
欄

ふ

A
m
w
な
融
蹄
使
紛
の
即
時
畿
の
た

め
に
、
…
…
一
戸
に
一
億
郵
便
受
拙
刊

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

郵
便
受
績
に
も
家
後
各
を
お

忘
れ
な
く
。
〈
我
係
予
制
勝
揃
院
閥
均
)

マ
鵬
判
付
制
期
限

ま
で

V
獄
験
日

七
月
三
十
一
日

一
日
続
八
路
・
中
旬

初
級
十
月
六
時

マ
年
令
採
雨
刷
機
綿
慨
に
よ
号
電

十
五
設
以
上
三
十
五
幾
米
燐

〈
わ
し
く
は
、
相
州
議
子
郵
便

間
期
(
総
統
帥
八
一
一
ー
一
一
四
三
一
)

ま
で
お
幽
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
後
ぷ
慾

き
や
、
滋
が
か
た
を
ぬ
抗
〈
絞

ん
で
必
ず
内
す
る
。

②
骨
ぬ
火
を
人
め
い
る
カ
や
家
に

出
開
け
た
号
、
も
え
や
す
い
物

6じ さ告
火う塁王ょの
入。のうあ
と ij員切る
… ぃ 士号
4費時訴
にはで
i註や iま
ぴ的や
ままめ
ししま
よよし

ぷ
納
税
金
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

秘
的
作
文
を
募
築
い
た
し
ま
す
.

税
に
つ
い
て
、
民
ご
ろ
考
え

て
い
る
こ
と
や
掛
思
関
凡
な
ど
、
制
悦

に
嗣
倒
す
る
も
の
℃
あ
れ
ば
な
ん

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
@

ふ
る
っ
て
絡
僻
帯
し
て
く
だ
さ

む

一
人
二
樹
立
…
予
字
以
内
。

米
同
胞
に
役
所
・
氏
名
・
紳
版
刷
判

.
学
校
名
・
学
年
・
学
納
税
の
続

誕
地
を
書
い
て
、
九
月
笈
H

む
ま

で
に
、
松
一
一
円
税
務
務
総
務
細
部
(

松
一
戸
中
市
小
総
本
九
m
m
五一一一
25552

二一

援活鮪ハ
U
m
悶
七
一
応
!
六
三
l
t
一一

七
へ
お
滋
り
下
さ
い
。

(
松
戸
税
務
饗
〉

税
務
大
学
校

普
通
科
研
修
金
募
集

間
出
家
会
務
災
帥
体
問
m紛
綴
持
品
数

(
税
務
)
に
A
W
絡
し
、
税
務
教

関
践
に
開
時
間
捌
き
れ
た
方
は
税
務
大

教
授
鯵
滋
M

貯
に
入
校
し
、
約
一

ヵ
年
糊
閥
、
法
地
開
‘
拙
抑
制
州
、
会
録
、

経
済
‘
相
帆
談
内
紛
換
を
し
、
立
千

議
す
る
と
た
幻
ち
に
閣
制
怖
の
仕

療
に
災
前
哨
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
勉
強
制
期
間
関
申
'
も
給
与
は

支
給
さ
れ
ま
す
。

軍
受
験
資
拙
惜
問
唱
和
刊
ス
十
九
総

間
関
月
二
日
か
ら
級
制
刊
一
一
一
十
一
一

年
間
関
月
一
日
ま
で
に
ゆ
車
ま
れ

た
関
知
子
。

樹

v
由
?
込
受
付
制
州
開
閉
昭
和
四
十

九
年
七
u
月
十
八
自
か
ら
七
月

三
十
一
自
ま
で
。

V
申
込
先
人
事
隊
閉
間
取
御
前
務

局
(
東
京
都
千
代
同
期
区
大
手

町一

l
x
lぷザ

〈

b
Lく
は
、
人
術
学
院
間
関
東

灘
す
務
眠
時
か
机
料
開
税
務
署

(
C
m間

七
次

i
六
三
|
…
…
七
一
)
へ

(
松
戸
税
務
終
)

昭
和
問
十
九
年
予
措
常
務
科
目
致

委
士
試
験
を
、
次
め
と
れ
ね
待
行

な
い
ま
す
。

V-
総
数
出
陣
昭
和
四
十
九
年
八

月
十
八
段
(
口
U
)

午
前
九
時

、q
r
o

m
w
パ
ケ
ツ
に
水
を
闘
用
怒
し
ま
し

ょ、ヲ。

富
見
休
み
中
に
お
け
る
子
供
会

今
出
回
油
断
ム
判
明
、
的
子
供
向
花
火
遊

び
を
ぬ
日
h
q
づ
か
た
は
、
消
防
本

総
予
防
係
(
八
二

i
七一一一コお〉

で
泌
し
い
花
火
丹
波
滋
い
を
術

導
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
滞
期
凶
附

く
だ
き
い
。

〈拙冊数意。融開

器製しい花火もまずちょっとしすt注意が

滋
北
合
野
球
場
の

貸

出

し

は

最安 を申ごつ
なまいを号おい
どたたな談て
務、しどを
重主義集まの受廃

一一一一一一寸 iこ織す書記 It家
議選員長争奪 jつめ e りたの

ふ い絞まり
;大野本空-.J附川島;て湾 と、な
渡辺永治 ; 

、々 j め詰噂書

室盟主主・中野与制i:5 3空会
阿留保次

時望号・上著者本 ! ぬ 患喜善

下章者本 !今井 守

主E重量j寵・3官候古 鈴本 ZE5発

概前・靴下 i桜井峨
本釘7・中釘・上野 ! 主出 光男・曾審理

二丁目‘三了髄 a火税務 草玉井三郎

八
・
九
nn
率
的
詰
綴
・
悦
術
院

に
、
湖
北
A
日
野
綾
織
を
銭
湯
し

た
い
チ

i
ム
は
‘
制
制
点
描
な
ど
に

つ
い
て
打
合
わ
せ
ん
回
を
問
問
き
ま

す
の
で
お
緩
ま
り
く
だ
さ
い
a

v制
期
総
七
月
二
十
八
日

wv
湾
問
午
後
一
昨
吋
三
十
分

V
場
一
簡
明
開
花
ム
口
支
所

(
教
育
委
儲
減
分
~

か
ら
氏
午
ま
で
。

マ
試
鮎
駅
構
硝
問
削
除
気
予
築
指
開
業

官
胡
等
学
校
〈
千
築
中
市
松
浪
)

wv
師
願
骨
骨
受
付
期
間
間
七
月
十
五

制
約
か
ら
八
月
一
一
一
日
ま
で
@

wv
骨
菌
数
mw
欄
龍
山
出
先
千
媛
県
総

務
部
文
警
察

く
わ
し
く
は
、
千
綴
線
総
務

部
文
察
課

{
O
m悶七一一

i
二一二

i
二
一
六
ハ
V
J

に
お
開
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

千
葉
銀
行
で
は
‘
加
時
晴
瑚
~
特
問
問

的
先
生
を
よ
ん
ぞ
、
持
拡
掛
持
e

時相

営
，
税
務
に
附
附
す
る
然
制
材
料
開
談

会
を
次
め
よ
う
に
行
っ
て
い
ま

合
2
8

wv
抽
明
時
蹴
蕊
税
務
(
火
・
水
爆

時
)
法
律
(
本
縁
日
)
絞
殺

(
金
緩
円
ロ
)

V
相
銭
湯
所
本
市
相
絞
殺
制
制
緩

所
V
受
付
時
間
総
務
・
鼠
概
念
(

十
時
吋
か
ら
一
応
時
吋
)
法
律
(
一

時
吋
か
ら
一
三
時
〉

〈
わ
し
く
は
我
孫
子
支
印
刷
ま
マ

灘~t脅こどもまつり[車民謡議コ}ナーj

のご利用を

市
伐
の
み
な
さ
ん
、
ご
玄

関
品
、
ど
閣
官
製
あ
る
い
は

8
常

気
持
捕
に
お
け
る
悩
み
ご
と
な

ど
泳
三
巾
自
民
相
相
談
コ
!
ナ
!

』
へ
気
軽
に
ご
総
統
〈
M
怒

地域ぐるみで

明るい社会

今
年
も
七
月
…
白
か
ら

ヵ
月
間
附
「
務
少
年
内
務
行
防

止
の
た
め
的
総
綿
織
詩
的
品
開
の
挨

滋
」
骨
綴
点
悶
抑
制
械
に
、
役
会

全
附
明
る
く
す
る
運
動
が
、
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
8男

3日・ 4自

ま
た
、
社
会
保
持
間
労
務
公

(
笠
原
俊
久
努
氏
〉
に
よ
る

保
険
・
年
金
'
労
綴
泌
総
な

ど
の
相
談
も
次
め
と
お
号
お

受
け
し
ま
す
。

wv
掛
用
開
問
機
餓
悶

録
件
ね
(
休
日
を
除
〈
)
午

線
八
時
吋
“
二
十
分
か
ら
午
後

五
時
吋
ま
で
@
土
問
幡
町
は
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
十
…
即

時
ま
で
。

曹
労
働
問
鰭
・
社
会
保
協
問
事

年
金
線
的
液
晶
慨
い
岨
制
緩
箆

ん
時
間
月
総
一
・
一
一
一
水
確
呂
、

午
約
十
時
吋
か
ら
午
後
三
終

ま
で
。

世
写
機
器
開
市
役
所
市
民
ホ

i
ん
(
十
市
山
氏
サ

i
ピ
ス
綴
〉

社会を明るくする運動

こ
の
明
暗
動
は
、
口
!
テ
ィ

ー
ン
め
券
行
が
ふ
え
て
い
る

な
か
で
、
一
人
で
も
多
く
的

資
少
年
を
、
非
行
内
魔
的
ゃ

か
ら
守
守
、
か
れ
ら
や
ふ
仲
行

へ
と
ん
向
か
わ
せ
る
後
闘
を
と

り
の
ぞ
い
て
、
開
明
る
い
社
会

問
中
で
‘
批
判
殺
が
繍
開
会
に
寝
間

っ
て
ほ
し
い
と
め
緩
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
・
家
庭
だ
け
の
総
樽

ぞ
な
く
、
絶
滅
寸
る
み
の
応

間
隔
が
必
要
で
す
。

閉
明
告
を
に
な
う
情
税
額
淡
を
、

私
た
ち
、
併
用
問
問
…

λ
…
人
的

暖
か
い
や
哨
丸
、
務
少
年
的
非

行
化
を
防
止
し
ま
し
子
三

加
問
端
崎
川
町
会
長
小
熊
勝
夫

;錫 ~t'è一丁 139 治会主催

みちだけどまいにちとおるきをつけよう

925 




